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本⽇の流れ
１ がん教育推進に係る背景

２ 茨城県教育振興基本計画
（いばらき教育プラン）

３ がん教育啓発への具体的な取組

４ 外部講師との連携

５ 成果

６ 今後の課題

１ がん教育推進に係る背景
【国の取組】
・対がん10カ年総合戦略 (S59)
・がん克服新10カ年戦略 (H 6)
・がん対策基本法 (H18)
・がん対策推進基本計画 (H19)
・第２期がん対策推進基本計画 (H24〜H28)
・第３期がん対策推進基本計画 (H29〜R4)
・第４期がん対策推進基本計画 (R５〜 R10)

【茨城県の取組】
・「がん教育総合⽀援事業」(H26〜)
・「茨城県がん検診を推進し、がんと向き合うための

県⺠参療条例」施⾏ (H27年12⽉)
・茨城県総合がん対策推進計画 ―第四次計画― (H30〜R５)
・いばらき教育プラン（茨城県教育振興基本計画）への
位置付け（R４〜Ｒ７）

２ 茨城県教育振興基本計画（いばらき教育プラン）



＜茨城県教育振興基本計画（いばらき教育プラン）＞ ３ がん教育啓発への具体的な取組
（１）茨城県では、平成26年度から「がん教育総合⽀援事業」

を継続して実施しており、今年度で10年⽬である。
主な事業内容としては、以下の４つである。

① がん教育推進協議会の設置
・医師や体験者、体験者⽀援団体、⼩・中・⾼の教員、

養護教諭、県教委、県保健医療部がん対策推進担当
で構成（13名）

② がん教育講演会の実施
・令和５年度は32校実施（⼩21校、中７校、⾼４校）

③ がん教育指導者研修会
・モデル校による実践発表
・講演（医師、体験者、⼤学教授等）

④ がん教育教材の作成等
・リーフレット等の作成、配信、配付

①がん教育推進協議会の設置
県のがん教育の推進に関して年に２回、学校医、医師会、

がん専⾨医、がん体験者、がん⽀援団体、がん担当部局、
⼩・中・⾼の教諭等、計１３⼈で構成
・「がん教育に関する計画」の作成に対する指導・助⾔、がん教育の推進を
図るための⽀援体制や具体的な取組についての検討、事業成果の検証

・ 令和４年度の協議会では、⽣徒⽤スライド、がん教育に関するリーフレット、
ワークシートなどについても指導・助⾔をいただき、修正したものを配付

＜がん教育推進協議会＞ ＜保健医療部との連携事業＞

②がん教育講演会の実施
外部講師登録を依頼・リストの作成（４⽉上旬）

・県内にある18の医療機関（拠点病院等）へ登録を依頼
病院ごとの講師⼀覧を作成

・茨城がん体験談スピーカーバンクへ協⼒を依頼

講演会実施校の選定及び計画書の提出（５⽉中旬）
・希望のあった学校へ講演会実施決定を通知
・実施校から提出された計画書をもとに講師の選定
・市町村教育委員会及び実施校へねらいや実施対象等詳細を確認・調整

外部講師の選定（６⽉下旬）
・実施校の希望（がん体験者、医師等）を考慮し、外部講師を選定
・医師等へは、医療機関の担当者を通して、外部講師との⽇程等の調整
・スピーカーバンクへ学校の計画書を提供するとともに、講師の選定を依頼
・外部講師の調整後、実施校及び外部講師へ決定を通知



・外部講師（がん体験者・医師等）︓
学校の計画書、⽇時及び場所等の連絡、⽂部科学省の資料等、県作成の教材等、
講演会参考⽤スライドの送付

・実施校︓外部講師⽒名及び連絡先等、⽂部科学省作成の資料等の送付

講演会の決定を通知（７⽉下旬）

講演会の実施（９⽉から12⽉）

実施報告書等の提出（12⽉末）
・実施校からの報告書及びアンケートの取りまとめ
・次年度のモデル授業発表校の検討

・医療機関の担当者及びスピーカーバンクの代表と連絡を取り合い、
スムーズな実施を図る

・実施校での取組について意⾒交換等を⾏い、取組の充実を図る

外部講師（担当者）への連絡（３⽉）
・がん教育講演会の実施結果等の提供
・次年度の協⼒依頼等

＜がん教育等外部講師連携⽀援事業における
外部講師を招いた講演会＞

※（ ）は希望校数

○ 市内の先⽣⽅にも声をかけ、参加を呼びかける
（例︓体育主任研修会、養護教諭研修会として）

○ 管理職を含む教職員への研修の実施
○ がん教育教材及び指導参考資料の作成・配信・配付
○ 系統性をもった事前・事後指導

高等学校中学校小学校年度

７校（７校）７校（７校）－H26

高等学校中学校小学校年度

４校（４校）7校（８校）21校（23校）R5 計32校

計14校

○研修会の流れ
１ ⾏政説明
２ がん教育に係る講演

・⼤学教授、がん体験者、医師、教科調査官等
３ モデル校としての取組の発表（今年度は中学校）

・がん教育教材（茨城県版）などを活⽤した授業の発表
・がん教育講演会の様⼦等

がん教育講演会の講師、がん体験者
スピーカーバンクの⽅などに研修会
への参加を呼びかけている

③がん教育指導者研修会
○⼩学校、中学校、⾼等学校・特別⽀援学校も

校種ごとに開催（今年度は中学校対象）

＜がん教育指導者研修会＞

○がん教育の充実についての話だけでなく、がん教育
講演会の開催についても盛り込み説明している。

＜⾏政説明＞



＜⼩学⽣向け＞ ＜中学⽣向け＞ ＜⾼校⽣向け＞

④がん教育教材の作成等
＜各校種リーフレット＞

・⼩学⽣向けは、児童⽤として26,000部を印刷し、配付
・⼩・中・⾼校⽤は配信し、ダウンロードが可能

⼩･中学校及び⾼等学校⽤の教
育教材を活⽤した授業実施のため
に、教師⽤指導参考資料を作成し
各学校に配信するとともに、活⽤
促進のために本県の教員のみが閲
覧できるサイトへ掲載している。
いつでもDLが可能。

県が作成した資料、
・リーフレット（⼩・中・⾼校⽤）
・ワークシート（中学⽣⽤）
・パワーポイント（中学⽣・⾼校⽣⽤）
・教師⽤指導参考資料（⼩・中・⾼校⽤）
を、同じフォルダに掲載

＜指導参考資料等の配信＞

（２）保健主事研修会等において、がん教育及びがん教育
講演会の実施に関する内容を盛り込んでいる
・新任保健主事研修会
・地区代表者が集まる保健主事研修会
・県⽴学校教員が集まる保健主事研修会
・指導主事等を対象とした研究協議会
・地区の研究部⻑が集まる県学校健康教育部研修会 など

＜がん教育に関するスライド＞

＜外部講師の研修会＞

スピーカーバンクでは、定期的に研修
会等を開催しており、年１回、県の担当
者が出向き、学校におけるがん教育につ
いての講義を⾏っている。国や県の動向
を伝え、外部講師としての留意点等の共
通理解を図るようにしている。

また、スピーカーバンクでは、計画的
に模擬授業等を⾏うことによって、スキ
ルアップを図っている。

＜学校でのがん教育講演会＞

４ 外部講師との連携



○各医療機関の担当者を通して、外部講師登録の更新及び新規
登録者の確認（４⽉）

○「Q&A」を活⽤し、医療機関との共通理解を図っている。

がん教育に係る外部講師（医療関係者）活⽤について ５ 成果

高等学校中学校小学校全体年度

17校
（13.1%）

76校
（31.0%）

129校
（28.7%）

222校
（26.9%）

R4

※全国３位

＜がん教育等外部講師活⽤状況（国公私⽴）＞

（⽂部科学省 令和４年度におけるがん教育の実施状況調査の結果）

○茨城県教育振興基本計画への位置づけなど、
県としての関わり

○「がん教育等外部講師連携⽀援事業」への
参加

○校種ごとの「がん教育指導者研修会」の
実施

○スピーカーバンクや医療機関との連携
○各研修会等におけるがん教育に関する⾏政

説明等の実施
＜講演会事前学習＞

⼦供たちにどのよう
に伝わるか⼼配だっ
たが、体験者の⽅の
実際の話がしっかり
⼼に響いていた。

これから先、何⼗年
と⽣きていく⼦供た
ちにとって、実際に
経験すること。だか
らこそ、がん教育は
⼤切である。

外部講師の⽅が複数
の授業形態を提案し
てくれたので、⼦供
たちの実態に応じた
授業ができた。

配慮を要する児童⽣
徒を事前に把握し、
学校全体で対応を検
討したのでスムーズ
に進められた。

これから先の⼈⽣に
ついて、⽴ち⽌まっ
て考える良い機会と
なった。健康も⼤切
にしようと改めて
思った。

外部講師の⽅の話が
とても効果的だった。
教員では伝えきれな
い体験談は⽣徒に
とって貴重であった。

＜教員の意識の変容（講演会報告書より）＞ ６ 今後の課題

○外部講師登録者活⽤の拡充

○外部講師の研修の持ち⽅

○外部講師への資料等の提供の仕⽅

○教育現場と医療機関、スピーカーバンクとの
共通理解

○外部講師との調整窓⼝の設置
（市町村、学校の管理職）


